










A Study of Decoration Technic in 
Women’s Dresses in Early Nineteenth Century 
Mainly Decoration at the Hem of the Skirts and Rouleaux 






















リンに変わっていた事もあげられよう。 しかしその後，数年の聞に直線型でハイ ウエス 卜のシ
＊ 研究で用いた実物資料はヴィク 卜リア・ アンド ・アルパー ト美術館及びピッティ宮衣裳博物館所蔵の
実物作品をさす。
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ンで 7-8段にわけで，各々 にふく らみをもたせる技法である。リボンはこの期の重要な素材
として用いられていた（写真 3）。 1814年の ドレスには袖と身頃との境目にリボン結びを用い
写真3 白モスリ ンの ドレス 1817年
図1 フリルの技法
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ゴアー ド・スカー 卜の後スカー トは幅の広い布でギャザーを多くよせているが，前ス
カートのギャザーは少ない。
装飾 ：1.へムには黒のサテン地で詰物をしたルーローを波状に配置し，同布のサテン地とゴー












写真12 実物資料B 1823年一1824年 写真14 実物資料C 1824年
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